
２０２３ 安平町立早来学園開校

１．安平町の紹介

２．震災による学校の再建

３．魅力ある義務教育学校の建設

北海道安平町



１．安平町の紹介

・新千歳空港：約20分

・苫小牧港 ：約30分

・札幌市内 ：約80分

・人口 7,352人（R5.5末）

・世帯 4,022世帯

札幌市



・平成18年３月 市町村合併

旧「追分町」＋旧「早来町」

↓

「 安 平 町 」

・どちらも3,000人～4,000人程度
・市街は、大きく２つ
・昼夜間人口比率 105.9%
全国で167位の高さ
近隣市町からの通勤者が多い

旧「追分町」

旧「早来町」



これまで、数多くの名馬を輩出。どこまでも澄んだ青
空の下、馬が自由に駈け回る。のどかで広大な牧場風
景は町の自慢の風景。

安平町の風景～馬がいる風景



安平町の風景～菜の花畑

・大地に広がる黄色のパノラマ

・初夏の菜の花畑は自然が作り出す素敵な風景

・菜の花商品～なたね油、はちみつ、石鹸、キャンディー等



安平町の風景～ＳＬ・蒸気機関車

・鉄道のまちとして栄えた安平町は、全国の鉄道ファンの間でも有名

・道の駅に展示しているSLは、日本遺産 北の産業革命「炭鉄港」の

構成文化財

・SLは、元鉄道マンたちによって大切

に管理され、大切な想いが受け継が

れている。



平成３０年北海道胆振東部地震について

・平成30年９月６日 発生

・[激甚災害]

安平町、むかわ町 震度６強

厚真町 震度７

・震度１以上 245回

安平町で震度４以上9回
（H30.9/6～11/11の間）

・北海道内全域での停電(ブラックアウト)

・安平町の電気が完全復旧したのは地震発

生から12日後の９月18日

・断水復旧は、地震発生から23日後の9月

29日
2018年09月06日03時08分 胆振地方中東部でM6.7
気象庁ホームページより



2018年９月６日３時８分 北海道胆振東部地震 の発生

グラウンドへの被害

校舎への被害
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北海道胆振東部地震の発生

体育館の被害
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体育館の被害



２．学校の再建



学校再建の決断

• 地盤、校舎、体育館とも危険な早来中学校につい
ては何処かへ建て直すことを前提に協議開始

• 当面の間町民センターへ引っ越しする判断 →

仮設校舎建設 → 新校舎

• 教育委員会は、危険要素を取り除いた建設適地の
確保、他の校舎の維持管理を見据えた再編を前提
とした計画の策定等に着手

• ピンチをチャンスに！
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12

公民館での授業再開（仮校舎）



仮設校舎



学校再建に向けて

未来に向けた復興のシンボルに

地域に開かれた学校

こどもにやさしいまちづくりの実践

特色ある教育
あびら教育プランの実行

学校再建と特色ある取組
みを連動させ、魅力ある子
育て・教育の町を目指して
いきます。



教育環境計画の専門家集団

教育環境計画

学校教育と社会教育の融合

コミュニティ・スクールの先進自治体
幼稚園から高校までC.Sを設置
社会教育主事配置の充実
新しい教育スタイルの展開
（遊育ーあびらぼーカイタク）

安

平

町

安
平
町

アトリエ系の建築設計

東川小学校
東川町地域交流センター
二部谷アイヌ文化博物館
弟子屈中学校
黒松内中学校（エコ改修）
札幌市立資生館小学校

建築設計

アトリエブンク

ウルトラ
テクノロジスト集団

チームラボボーダレス（アート）
武雄市役所（建築）
全日空システム（システム）
※アーティスト、プログラマー、
デザイナー、数学者、建築家など
で構成されるスペシャリスト集団

teamLab
（チームラボ）

ICT環境設計

強力なチーム体制
岩手県陸前高田市立気仙小学校
東京都板橋区立板橋第一小学校
板橋区立中台中学校、赤塚第二中学校
京都府同志社小学校・中学校高等学校
広島県立広島叡智学園中学校高等学校



早来中学校の校舎が使えない

案１）同じ場所に改修か建替えする？
⇒ 地盤に大きな被害がでた

案２）別の場所に建てる？ ⇒ 市街地に広い町有地がない
案３）小学校隣に建替える？⇒ 小学校グラウンドがなくな
る

小学校隣地を取得し、老朽化する早来小学校と一体校舎新築

早来中学校 × 早来小学校
＝ 義務教育学校



学校再建に向けてへの第一の壁

• 安平町では小中一貫教育をH30年（H29
年から試行）から追分地区で開始

• 定義や目標、基本方針は固まって始めて
いたことで取組の課題点等も実感してい
た。

・学校や教育委員会は把握していた点を基
に早来地区に導入を視野に進めた。



学校再建に向けてへの第一の壁



幼小中教育が集まるエリア



３．魅力ある義務教育学校の建設



児童・生徒
の会議参画

児童・生徒へ
アンケート調査

みんなで一から学校を考えた ～ 新しい学校を考える会



考える会で考えたこと・・・

時代の変化を見据えて

これからの時代を生きる子どもの姿

これからも続く学校のあり方



新しい学校 コンセプト

自分が“世界”と出会う場所



新しい学校のコンセプト

安平町の

「自然」「地域」「文化」「人」に触れ、支え、
支えられる中で、
学校を通して

「スポーツ」「テクノロジー」や
「異年齢、多世代」の人達、
たくさんの「本物」と出会い、

さらに

「色々な考え」「多様な価値観」「多くの
学び」

「夢」とも出会い、
“世界”に生き、

“世界”へと羽ばたいていく

新しい学校コンセプト



「自分が世界と出会う場所」 学校づくりのコンセプト

○学校づくりの目標 ・・・ みんなの学校を目指して

１ 多様性の中で豊かな社会性を育てる環境づくり
郷土の文化・自然・人がつくりあげる多様な社会と出会うことができる

地域住民・異学年・学校間・他国の子ども達との交流・対話・協同学習ができる。

２ 学ぶ意欲を喚起し、創造力を高める環境づくり

教科の魅力を生かせる、魅力的な教材・ICT・IoTを継続的に享受できる。

本物と出会い、学びが実社会とつながり「世界」と出会うことができる。

３ 子どもが主役の学びの環境づくり
一人ひとりの個性に応じた学びの場、ともに高め合い、認め合える学びの場

子どもが地域の一員、地域の主役として、町民とともに学びあえる場

４ ９年間(15年間）の確かな成長を支える環境づくり

成長段階に応じた学習環境、成長が実感できる生活環境

学びの課程や履歴を踏まえ、ICT・IoTを活用した個と集団の学習支援



５ 心地の良い、快適に過ごせる学校づくり
温かみのある校舎(木質化）、落ち着けるスケール感、郷土の文化・自然を感じ、安心して過

ごせる環境

多様な居場所がある・居場所が見つかる・地域住民や保護者の居場所・交流場所がある。

６ まちのコミュニティーセンターとなる学校づくり - 学社融合

地域も使える(共用化）施設計画・拠点・管理運営体制・システムづくり

地域の安全をみんなで支える防災拠点、避難所として機能する環境づくり

７「チーム学校・チーム安平」づくり-地域の子どもは地域で育てる

先生同士、保護者・地域住民・ボランティアと学校の連携・協働を支援する環境

づくり

安平ならではの教育資源・人材の発掘・登録・活用の仕組みづくり

8  安平町の未来を拓く学校づくり
地域から永く愛され、持続可能で長寿命な学び舎。

維持管理や社会環境の変化に対応できる施設



ポイント

○地域とのつながりの重要性 ○単なる復旧ではない

新しい学校 計画目標

１．多様性の中で豊かな社会性を育てる環境づくり
２．学ぶ意欲を喚起し、創造力を高める環境づくり
３．子どもが主役の学びの環境づくり
４．９年間の確かな成長を支える環境づくり
５．心地の良い、快適に過ごせる学校づくり
６．まちのコミュニティセンターとなる学校づくり‐学社融合
７．「チーム学校・チーム安平」‐地域の子どもは地域で育てる
８．安平町の未来を拓く学校づくり



1.学校の中心「みんなの図書室」
図書室が学校の中心になります。
学校の専用エリア、地域の人々とシェアする
共用エリアどちらにも接し、地域の人も
学校もいつでも使うことができるエリアです。
本を通じて人々の居場所と交流の場となります。

3.教室をつなぐ
光のプロムナー

ド
ハイサイドライトから
光が降り注ぐ空間です。
９学年と特別教室を結

び、
授業や展示、活動が
展開します。
子どもたち同士が
直接ふれあって共創的

に
学習する空間です。

2.みんなで使う共用エリア
大アリーナ、中アリーナ、音楽室、
創作アトリエ、キッチンスタジオ、
音楽スタジオ、ミーティングルームなどは
学校と地域の人々とが
互いにシェアし共創する場所です。
場所をシェアすることで、
地域と学校の活動をつなぎます。
ICTを活用した予約システム導入し、
学校も地域も互いにスムーズに安全に
活用できることを可能にします。

4.なんでもできる大きな教室
前期課程の教室は通常の教室の約2倍の広さです。
全員で、グループで、友達同士で共創的な授業が展開できます。
自由にレイアウト可能な大きさです。

5.まなびの魅力を伝える教科教室
後期課程は各教科ごとの専用教室と生徒の居場所となる
HB（ホームベース ）からなります。教科専用教室は
各教科の資料などが常時見て触ることができ、
まなぶことの魅力を生徒に伝える場になります。
HB（ホームベース）に隣接する教科教室は、
各クラスのCR（クラスルーム）にもなります。

6.”世界"とつながる学校
どこでもいつでも誰とでも
つながることが可能なICT技術を用いて、
多様で共創的な授業ができる
情報通信環境を整えます。

分けるから混ざるへ

同じから違うへ

混ざることで生まれる共創
違うからこそ混ざる
新しい学校は開放・共用・専用の
３つのエリアから成り立っています。
■開放エリアは
地域の人も使うことができます。

■共用エリアは学校が使っていないと
き、
地域の人も使うことができます。

■専用エリアは学校が主に使い、
利用者、場所、時間を限って
地域の人も使うことができます。
セキュリティラインをはっきりさせ、
ICT技術を活用して学校・地域両方の
人々が安全に使える学校とします。

7.学校を象徴する共創空間の核
開放・共用・専用、それぞれの活動が透明なガラスを
通して見ることができます。
デジタルテクノロジーを使い、見えるけど分かれている。
分かれているけど一緒にいる。つながれる。
多様性が共創を生む、この学校を象徴する空間の核です。
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誰かがかならずいる
まちのリビング

大アリー
ナ

中アリー
ナ
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グ

創作アトリエ
（美術室）
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分けるから混ざるへ
共創空間の核

誰かが何かをやっている
創作アトリエ キッチンスタジ

オ

誰かとかならず出会う
児童生徒玄関

ここにしかいない隣人
家族のような人々と

4層構成がもたらす
共創へのきっかけ



新しい学校のコンセプト

自分が“世界”と出会う場所

学校を通して「夢」「本物」「地域」「社会」と出
会う

地域と学校を分けない

図書室
（地域開放）

特別教室
（地域開放）

普通教室
教科教室

キッチン
スタジオ

創 作
アトリエ

※教科専用教室を配置（英語室、数学室、社会室、国語室、理科室）
自らの頭で考え、

仲間と協力し、

最適解を見いだし、

地域や社会のために

行動を起こす。

子どもを子ども扱いせず

地域の一員として

共に社会を生きる学校。

安平町生涯学習計画の重点

子ども主体・子どもの社会参画を軸とした学校

地域や社会課題をテーマにした学習の実現を目指す！



□黒板はなくホワイトボードと
プロジェクター（電子黒板）

□一般的な学校の約2倍ある広さの
普通教室と教科教室

□学年によってデザインの異なる
教室内空間（9年間の旅）

□新しい学びに適応した学校家具

□アナログとデジタルが融合した
学習環境（ICT活用と自然体験）

□教員一人一台iPhone所有（生徒はiPad）

□学校の施設開放はスマホから予約
（音楽室、キッチン、アトリエ、アリーナ等を開放）

安平町の未来（復興）は、
教育がつくる。教育でつくる。

□校務支援システム導入による教員の業務軽減

新しい学びに最適化された教育環境

IEE×Atelier BNK×チームラボによる共創空間デザイン

スマートスクールシステム（チームラボ）



教育長

開校準備委員会

・早来小 ・早来中 ・（町教研）部会長
・コミスク ・PTA
・つくる会 ・安平教育プラン

意見要望収集

提
案

諮
問

答
申

意見要望収集設計部会 ICT部会

・設計
・建築
・予算
・備品
・意匠内装

・SSシステム
・校務支援
・サイネージ
・モニター
・ネットワーク

運営会議

◎全体調整
◎部会報告
◎全体に関わる検討
◎町としての方向性

義務教育学校設立組織図

義務教育学校設立運営会議

学校運営、地域開放 教育課程、学校運営

早来中学校区
小中一貫教育推進委員会

教育委員会
IEE

教育委員会
IEE
学校長











これまでの教室空間
・一斉指導（一方向に伝達する）に適した場
＝正面の黒板と教卓で教師の領域を強化

黒板

教卓

授業のかたち
・教師主導の授業、伝達中心
・子どもたちは関わり合わない
「底辺のない三角形（小林宏己早稲田大学教授）」

早来学園の教室空間
・学び合い、高め合える成長の場
＝黒板/WBは学び合いのツール

授業（学び）のかたち
・子どもたちが主役となる授業 関わり合いながら学ぶ
・教師は見取る/寄り添う/つなぐ/引き出す/取り残さない

黒板/WB

黒
板

/W
B

ロッカー

黒板/WB



これまでの教室の広さ
・1.62㎡（一畳）/人×40人（35人）以下＝65㎡
＝机でいっぱいのゆとりのない空間

早来学園の教室の広さ
・2.5～3㎡/人×40人前後＝90～120㎡
＝自由度（場所の選択肢）がある空間

授業のかたち
・一人の授業者中心
・一通りの学び方
・固定的なグループ

授業（学び）のかたち
・複数の授業者によるチームで行う授業
・学びの場所や学習材を選べる→自分に合った学び方
・柔軟なグループづくり



低学年ルーム



学
校
施
設
の
全
容
（
１
階
）



学
校
施
設
の
全
容
（
２
階
）



令和４年１０月完成
早来学園（義務教育学校） 総床面積 7,083.04㎡
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すずらんの丘を抱き
観察の庭とつながる

すずらんの丘

しらかば公園

テニスコート

体育倉庫

観察の庭

小さなこどもの遊び場

大アリーナ
中アリーナ

図書室

教室棟

グランド
鉄棒

駐車場

菜園

菜園

散策路

こども園

前期課程

後期課程

ここにしかない
「丘」「小川」

Maker’s
Labo

丘をのこし、
小川を生かして
配置する



大アリーナ



中アリーナ・音楽室



図書室



図書室



「まなびお」玄関



正面玄関



職員ホーム（室）



普通教室（1階）



普通教室（２階）



キッチンスタジオ（調理室）



創作アトリエ（美術室）



工作室（技術室）



階段ホール



光のプロムナード（廊下）





光のプロムナード



○義務教育学校 誕生
・令和５年４月安平町に新しい学校
・当たり前の学校を魅力アップし関心を持たす

○ピンチをチャンスに
・ 学校の環境を考え直す
・ 教師の負担を軽減させて教育に専念する
・令和の次の時代を、見据え、つくる

まとめ①



○安平町の教育は、

子どもを分けない ＝ 小×中（９年一貫教育）

子どもと大人を分けない ＝ 学校×地域

○安平町の未来は、

教育がつくる。教育でつくる。

まとめ②





地域プロジェクトマネージャー
（LPM）の導入に向けて

～ 安平町の最重要課題『子育て・教育』への対応

～
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地域プロジェクトマネージャー
（LPM）とは？ ～ 総務省資料より抜粋

• 地方公共団体が重要プロジェクトを実施する際には、
外部専門人材、地域、行政、民間などが連携して取
り組むことが不可欠

• しかし、そうした関係者間を橋渡ししつつプロジェ
クトをマネジメントできる「ブリッジ人材」が不足。

• そこで、市町村がそうした人材を「地域プロジェク
トマネージャー（LPM）」として任用する制度を総
務省が創設。

• 国では令和３年度から事業開始
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地域プロジェクトマネージャー
（LPM）とは？～ 総務省資料より抜粋
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地域プロジェクトマネージャー（LPM）
とは？～ 総務省資料より抜粋





地域プロジェクトマネージャー（LPM）の
活用における留意事項 ～ 総務省資料より抜粋

• 生活の拠点を過疎/山村/離島/半島等以外の地域から移す
必要がある。

• 住民票を移した先の地方自治体で任用する。※最大３年間
• 地域おこし協力隊OB・OGを必ずしも任用するものではな
い。

• 地方自治体における重要プロジェクトの存在を前提として
いる。

• マネジメント人材を確保するための採用要件定義を行うこ
と。

• 選任方法について、公平性/透明性を確保すること。
• ステークホルダーに対して、しっかりと丁寧に説明を行う
こと。
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総合計画 重要プロジェクト設定の背景

• 総合計画基本構想の設計にあたり住民アンケート
調査やSWOT分析を実施

• 高年齢層からは「公共交通や医療」等が低評価、
20～40年代は「子育て・教育」に強い関心判明

• 解決には、限りある地域資源を戦略的・重点的に
投入する必要と判断

• 増えゆく高齢者層を支えるためには、若い年齢層
の力が不可欠

• そこで、最重要プロジェクト（最重要課題）を
『子育て・教育』として総合計画に明確に位置付
けた。
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プロジェクトの概要（LPM想定職務）

①コミュニティスクール（CS）活性化
‣学校の株主総会であるCS。株主の地域住民がより強く関わる体制へ

②地域学校協働本部 設置準備→設置→運営
‣CSの意見を実現する部隊。地域住民が主体の学校連携・協働へ

③義務教育学校運営支援
‣産まれたばかりの若い学校。成長を支え地域の学校へ

④教員の働き方改革
‣地域が学校を支える。教師が授業で勝負できる環境へ

⑤CFCIの普及と実践
‣子どもの社会参画。子どもたちの意見が当たり前に聴かれ、反映されるマチへ

⑥その他子育て・教育に関すること
‣特に未就学の領域など、LPM独自の推進課題の設定を可能とする。
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プロジェクトの定量的目標（R5 KPI）

• プロジェクトチーム（PT）の立上げ １チーム

• 地域学校協働本部設置 １本部

• 地域学校協働活動推進員の育成と任命 ４名以上

• CSへの参加 １校以上

• 活動報告 12回/年 ※毎月、町HPにて公開
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プロジェクトの目的

• 子育て・教育を核とした地域活性化
‣働き方改革で先生の業務の余白を作り、やりたい！が実現できる働き甲斐のある安平へ
‣子育て・教育の主体者として活き活きと子ども達を支える人々が溢れる安平へ
‣子育て・教育分野でビジネスチャンスを掴むことができる安平へ
‣こうした人々を支援し、信頼される町職員が集う安平へ

• あびら教育プランをきっかけとした「社会に開かれ
た教育課程」の実現

‣地域に密着した、地域なくして成し得ない安平らしさへ
‣認知スキルのみならず、非認知スキルに着眼する安平らしさへ
‣自分の世界を広げるための機会を提供してくれる安平らしさへ

これらの活動が、
『生涯学習・生涯教育の推進と実践』そのものであり、
『交流（関係）人口、定住人口の増加』をもたらすも
のである。

73

これらの活動は、CFCI

（子ども参画）を土台とす
る！！



〔参考〕安平町が設置し地域PMが責任者と
なるPTの設置（参画）イメージ
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PT

学校

地域

民間

行政

・当町では、地域・行政・民間（専門家含む））に、
さらに学校を加えることで、子育て・教育を核とし
た当町の戦略（特色）を色濃く反映させるもので
ある。

・学校を設置する行政、学校を支える地域、各
領域で事業推進力を持つ民間、そして教員自ら
が参画することで、自組織が取り巻く環境を見
つめ直し、チャレンジし合う、支え合う体制を構
築する。
・このPTを実質的にマネジメント（管理運営・橋渡
し）していくのが、ブリッジ人材としての地域PM
の役割である。



魅力的な「あびら」の学び

遊育推進事業 学びサポート事業 町民チャレンジ応援事業

安平町では、「遊育」「学び」「挑戦・チャレンジ」とい
う３つの事業によって全ての世代に教育機会を提供してい
ます。教育プランでは、子どもから大人まで「豊かに生き
るために挑戦する人」になることを応援しています。



魅力的な「あびら」の学び（令和4年度～）

■あびら教育プラ
ンが目指すところ
「自らをアップ
デートし続け、 豊
かな人生を送るこ
とのできる子ども
を育む」



・町内の森や自然探索等での「遊び」を通じて
↓

・協調性、表現力という非認知能力や体力の向上
を図りながら、子どもの心身を育むプログラム

魅力的な「あびら」の学び～遊育事業～



『あびらぼ』
・学校とは違う学びの場で、
知的好奇心や探究心を高めるプログラム

・いろんな世界観を通じて興味関心を広げ、
自分の夢や目標に向かって踏み出せる場を
創り出す取組み

魅力的な「あびら」の学び ～あびらぼ～

（いろんな世界観・大人に
出会い興味関心を広げる）

（空港で海外からの
来道客へインタビュー）（関心あるテーマを

深堀する探究授業）



『キミ旅』
子どもたちが作る海外実習プログラム

魅力的な「あびら」の学び～カイタク事業～

クラウドファンディグによる外部資金調達や町民チャレンジの
応援を主眼として、町民が主体となり行うプロジェクトに対し
てコーディネートやサポートを行いながら、町民のチャレンジ
を応援する。

（野球少年団 室内練習場）

（復興ボランティアセンター
による 未来への町の入口
となる素敵なコミュニティ
スペースを整備）



魅力的な「あびら」の学び～ワクワク研究所～

スタッフが伴奏 第1期7/31に成果発表休講の際にオンライン面談
※オンライン伴奏を模索

カイタク事業の中で「子どもたちの
主体的な挑戦を応援する取り組み」
として始まったもの。

自分のやりたいことをプロジェクト
に落とし込み最後にプロジェクト発
表会を実施。



魅力的な「あびら」の学び～ワクワク研究所～

スタッフが伴奏 第1期7/31に成果発表休講の際にオンライン面談
※オンライン伴奏を模索

カイタク事業の中で「子どもたちの
主体的な挑戦を応援する取り組み」
として始まったもの。

自分のやりたいことをプロジェクト
に落とし込み最後にプロジェクト発
表会を実施。


